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子
育
て
応
援
宣
言
！



　

　

日
本
が
直
面
し
て
い
る
大
き
な

課
題
の
一
つ
が
、
少
子
化
問
題
で

す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
国
だ
け
で
な

く
、
地
方
に
お
い
て
も
少
子
化
対

策
に
重
点
を
置
く
自
治
体
が
多
い

一
方
で
、
現
実
に
は
核
家
族
化
の

進
行
な
ど
で
子
育
て
に
か
か
る
負

担
の
大
き
さ
は
無
視
で
き
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

そ
れ
ら
の
負
担
は
時
と
し
て
虐

待
、
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
な
ど
、
悲

し
い
出
来
事
の
要
因
に
な
っ
て
し

ま
う
例
も
全
国
的
に
み
れ
ば
決
し

て
少
な
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　　

し
か
し
、
子
育
て
の
環
境
が
激

変
し
た
中
で
も
、
子
ど
も
の
明
る

く
元
気
な
笑
顔
や
笑
い
声
が
、
地

域
社
会
を
活
気
づ
け
て
く
れ
る
宝

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

い
つ
の
時
代
も
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
町
で
あ

る
た
め
に
。
大
切
な
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
、
親
だ
け
で
な
く
地
域

で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
町
で
あ
る
た

め
に
。

　

現
在
、
会
津
坂
下
町
で
実
施
し

て
い
る
〝
子
育
て
応
援
〟
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

ゆ
っ
く
り

し
っ
か
り

大
き
く
な
っ
て
ね

次
ペ
ー
ジ
⇦

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

♥



○
子
育
て
し
て
い
て
、
楽
し
い
と
感
じ
る
と
き
は
い
つ
で
す
か
？

　

子
ど
も
が
元
気
に
笑
っ
て
く
れ
て
い
る
と
き
で
す
。
ま
た
、
４
歳
の

お
兄
ち
ゃ
ん
が
い
る
の
で
す
が
、
兄
弟
仲
良
く
遊
ん
で
い
る
の
を
見
る

と
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

○
子
育
て
し
て
い
て
、
大
変
だ
な
ぁ
と
感
じ
る
と
き
は
い
つ
で
す
か
？

　

子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
な
い
と
き
は
、
苦
労
し
ま
す
。

○
町
で
実
施
し
て
い
る
事
業
へ
参
加
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

長
男
の
と
き
に
、
家
に
き
て
い
た
だ
い
て
面
倒
を
み
て
も
ら
う
ホ
ー

ム
ス
タ
ー
ト
を
利
用
し
ま
し
た
。
人
見
知
り
す
る
子
だ
っ
た
の
で
、
な

か
な
か
私
か
ら
離
れ
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
来
て
く
だ
さ
っ
た
方

と
お
話
す
る
こ
と
が
で
き
て
気
分
転
換
に
な
り
ま
し
た
。

○
会
津
坂
下
町
は
子
育
て
し
や
す
い
町
で
す
か
？

　

子
育
て
支
援
事
業
が
豊
富
で
、
子
ど
も
を
預
け
る
保
育
所
や
幼
稚
園

の
先
生
も
信
頼
で
き
る
方
ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
病
院
も
近
く
に
あ
る

の
で
、
子
ど
も
の
体
調
が
悪
い
と
き
は
す
ぐ
に
見
て
も
ら
え
ま
す
。
他

の
地
域
と
比
べ
て
も
子
育
て
し
や
す
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。

○
子
育
て
し
て
い
て
、
楽
し
い
と
感
じ
る
と
き
は
い
つ
で
す
か
？

　

子
ど
も
と
遊
ん
で
い
て
、
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
く
様
子
を
見
ら
れ

る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

○
子
育
て
し
て
い
て
、
大
変
だ
な
ぁ
と
感
じ
る
と
き
は
い
つ
で
す
か
？

　

ま
だ
大
人
が
目
を
離
せ
な
い
時
期
な
の
で
、
自
分
の
時
間
を
つ
く
る

の
が
難
し
い
こ
と
が
大
変
で
す
。

○
子
育
て
を
支
援
し
て
く
れ
る
人
は
い
ま
す
か
？

　

保
育
所
の
送
迎
な
ど
を
し
て
も
ら
う
な
ど
、
こ
の
子
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ
と
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
夫

も
家
事
・
育
児
に
協
力
的
な
の
で
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

○
気
分
転
換
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
？

　

私
に
と
っ
て
は
、
仕
事
が
子
育
て
中
の
気
分
転
換
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
な
の
で
、
働
き
な
が
ら
子
育
て
す
る
親
の
サ
ポ
ー
ト
が
よ
り
手
厚

く
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
例
え
ば
、
一
日
と
か
半
日
の
よ
う
な
長
時
間

で
は
な
く
、
２
、
３
時
間
の
短
時
間
だ
け
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
と
い
い

の
に
な
ぁ
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

棚
たな
木
ぎ
由
ゆ
紀
き
さん・太

たい
遥
よう
くん

小
お
川
がわ
美
み
里
さと
さん・絢

けん
斗
と
くん

子育て支援事業は
利用する価値あり！

お仕事も
子育て生活には不可欠！



子育てふれあい交流センター
7 月 3 日午前９時３０分

ＯＰＥＮ！

　子育てふれあい交流センターでは、

親子・子ども同士・親同士の交流の場

を提供すると共に、子育て関連情報や

学びの機会を提供します。その他、子

育て相談を行い、一緒に子育ての悩み

を解消するお手伝いをしますので、お

気軽にお越しください。

　また、館内には、にこにこルーム（小

さいお友達の遊び場）や、キッズルー

ム（３歳以上のお友達の遊び場）、絵

本ルームや授乳室、ハッピールーム（自

由に休憩できる部屋）などがあります

ので、ぜひご利用ください。

ご利用案内

●開館時間　午前 9時～午後 5時

●休 館 日　水曜日、祝日、8月 14 日～

　　　　8月 16 日、12 月 28 日～ 1月 4日

※遊び場は、正午～午後 1時は閉鎖となり

ます。キッズルーム（3歳以上の遊び場）の

平日の利用時間は午後 2時 30 分からの利用

となります。（春・夏・冬休みは午前 9時か

ら利用できます）

●入館料は無料です。

　（ただし、研修室を除く）

●小学 3年生以下は、保護者付き添いでの

利用となります。（保護者 1人につき、小学

3年生の子どもは 3人まで）

●上履きを持参の上、ご来館ください。

【問い合わせ先】

子育てふれあい交流センター　☎ 84-1784

　　　　　　　　　　　　　　 （FAX 兼用）

職員紹介

五
い が ら し

十嵐 千
ち

絵
え

さん
ご家族やお友達とお気軽に
お越しください。お待ちし
ています！

薄
うすき

 文
ふみ

子
こ

さん
子ども達と歌を歌ったり、
手遊びしたり、いっぱいお
話しましょう。絵本、積み
木などたくさんありますの
で遊びにきてくださいね。

平
ひら

野
の

 智
とも

紀
のり

さん
「また行きたい！」と思っ
てもらえるような、明るく
楽しいセンターにしていき
ます！

大
おお

竹
たけ

真
しん

至
じ

 センター長
スタッフ全員で、楽しく子
育てができるようお手伝い
をしていきます！



キッズルーム絵本ルーム

にこにこルームハッピールーム
２歳以下のお友達の遊び場です。ままごと道具

やぬいぐるみ、積み木などがあります。

自由に休憩できる部屋です。飲み物やおやつを食べる

こともできます。

絵本がたくさんありますので、親子でたくさん絵本を

読んでくださいね。

３歳以上のお友達の遊び場です。滑り台やブロッ

ク積み木などがあります。お父さん・お母さん

と積み木で不思議な形を作り上げてみてね！

楽 し く 遊 ぼ ！う



会津坂下町子育て支援　　日本一プロジェクト！
その他の支援事業

　○ホームスタート（家庭訪問型子育て支援※就学前）
　   内子育てが大変だと感じている家庭に先輩ママが訪問し、育児相談や一緒に家事を行うことで、

　　　不安や孤独感の解消につなげます。

　　対６歳以下の未就学児のいる家庭（一番下の子が 6歳以下）

　　担ホームスタート・ばんげ（NPO 法人　こころの森）☎２３－９３２０（ＦＡＸ兼）

　　　※電話での申し込みが必要です。

　○すこやかキッズ
　    内親子が楽しみながら歌や体を使った遊びなどを行う事業で、毎月実施しています。

　    対未就園児とその保護者（0～ 1歳、1歳～幼稚園前）

　    担子育てふれあい交流センター　☎８４－１７８４

　○ファミリーサポート
　  内育児の援助を受けたい人と行いたい人が会員となり、ファミリー・サポート・センターが仲介し

　　　て、子どもの預かりや送迎をします。また、病後児等の預かりもしています。

     対０歳～小学６年生までの児童

     担ばんげファミリー・サポート・センター（NPO 法人　こころの森）☎８３－０７０８（ＦＡＸ兼）

　　※電話での申し込み・会員登録が必要になります。

　　　　　子育てサークル活動中！
　町内には、子育て中の親子のためのサークルがあります。親子でのふれあいの場としての利用はもちろん、

一緒に子育てを頑張る仲間づくりもできますよ！お気軽にご参加ください！

　●子育てサークルでんでん虫
　　未就園児とその保育者による自主サークルです。毎週１回季節ごとの行事（だんごさし、豆まき、ひ

　なまつり、七夕、お月見、クリスマス会など）、いちご狩り、遠足、運動会、フリーマーケットなどを行っ

　ています。たくさんの友達と楽しいイベントを満喫しましょう！

　　【問い合わせ先】担当：白井　☎ 090-2887-0205

　●木の実シアター
　　町内や近隣の幼稚園・保育所でおはなし、人形劇、ペープサート、エプロンシアター、パネルシアター

　などを行っています。

　　【問い合わせ先】担当：佐藤　☎ 82-4279

　●絵本のひろば
　　声を出して絵本を読める場所として月に１回、中央公民館の和室を開放しています。図書室にある絵

　本を和室に並べてありますので、自由に読むことができます。ぜひご利用ください。

　　実施日：毎月最終月曜日　午前 10 時～正午　場所：中央公民館　和室

　　【問い合わせ先】中央公民館　☎ 83-3010

　●トトロの会～読みきかせサークル～
　　未就園児から小学生低学年を対象に、毎月第３土曜日午前 10 時から、中央公民館和室で絵本や紙芝居

　の読み聞かせを行っています。

　　【問い合わせ先】担当：日下　☎ 85-2150

　●えいごであそぼ　Ｍｉｇｈｔｙ　Ｃｈｉｃｓ　マイティ・チックス
　　英語・日本語の歌やおはなしで、たくさんの親子でふれあいましょう。未就園児とおうちの方とで気

　軽に英語にふれて楽しめるサークルです。中央公民館和室などで月２回程度行います。

　　【問い合わせ先】担当：芦沢　☎ 080-1822-1203



経済的支援 就労支援

●妊婦健診助成

対会津坂下町に住民票がある妊婦

内既定の項目について妊娠中 15 回産後 1 回の

健診費用を助成

申母子健康手帳交付時に配布される受診票

を医療機関に提出

※母子健康手帳は毎週金曜午前中に健康

　管理センターで交付しています。

担生活課 福祉健康班（健康増進係）

　☎ 93-6169

●おむつ専用ごみ袋の無料配布

対満 2歳未満の乳幼児の保護者

申出生届・転入届を提出する際に配布

担子ども課 子ども支援班☎ 84-3712

●多子世帯保育料補助

内 18 歳未満の子が 3 人以上いる世帯で、第 3

子以降 3 歳未満の子が認可保育所または認可

外保育施設に通所している場合に補助

対上記の保護者

申通所している施設を通して申請

担子ども課 子ども支援班☎ 84-3712

●認可外保育施設入所者の保育料補助

内認可外保育施設を利用している幼児の保護

者に基準額との差額を補助

対認可保育所への入所が待機となり認可外保

育施設を利用している乳幼児の保護者

申通所している施設を通して申請

担子ども課 子ども支援班☎ 84-3712

●保育所延長保育

対ばんげ保育所を利用されている方

担ばんげ保育所☎ 83-3202、子ども課 子ども支援班☎ 84-3712

●幼稚園保育料無料

●幼稚園預かり保育

対坂下南および坂下東幼稚園を利用されている方

担坂下南幼稚園☎ 83-2410　坂下東幼稚園☎ 83-8590

　子ども課 子ども支援班☎ 84-3712

●幼稚園送迎バス・タクシーの運行

内各幼稚園までの通園についてバス・タクシーによる送迎を実施

対各幼稚園を利用されている坂下地区以外の幼稚園児

担坂下南幼稚園☎ 83-2410　坂下東幼稚園☎ 83-8590

　子ども課 子ども支援班☎ 84-3712

会津坂下町子育て支援　　日本一プロジェクト！

妊娠・出産

０歳～２歳
保育所

３歳～５歳
幼稚園

内内容　対対象　申申込方法　担担当課・問い合わせ先

　会津坂下町では、子育て支援日本一を目指し安心して子どもを産み育てられるよう、さまざまな部

分で連携しながら支援事業を行っています。

　　　　　子育てサークル活動中！

保育の

種　類

保育所

延長保育

一時利用

延長保育

特別延長

保育

実　施

期　間
月～土 月～土 月～土

保　育

時　間

午前 7時～ 8時

午後 4時 30 分

～ 6時

午前 7時～ 8時

午後 4時 30 分

～ 6時

午後 6時

～ 7時

保育料

町民税課税額に

応じ階層別に算

定

※定額

１回

400 円

１回

300 円

※月上限

2,500 円

保育の

種　類

幼稚園

預かり保育

一時利用

預かり保育

特別預か

り保育

実　施

期　間
月～金

土・

長期休業
月～金

土・

長期休業

月～土・

長期休業

保　育

時　間

午前 7時

～ 8時

午後 2時

～ 6時

午前 7時～

午後 6時

午前 7時～

8時

午後 2時

～ 6時

午前 7時～

午後 6時

午後 6時

～ 7時

保育料

町民税課税額に応じ階

層別に算定

※定額

１回

500 円

１回

300 円

※月上限

2,500 円



8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定健診を受けて生活習慣病の予防！！  ～みなさん健診を受けましょう～　

ちょっと待って！

特
・

定健診はお得
・

な

健診ですよ！

「特定健診」の受診録が届いたね。

でも、なにかと忙しいし、去年受

けて問題なかったし、今年は受け

なくてもいいかな。

自覚症状がない生活習慣病に気づ

くには、特定健診が必要です。

特定健診の費用は町が負担してい

るので、無料！とてもお得です。

「H ２８年度各種健 ( 検 ) 診案内」

もよく読んでくださいねー！

お得
・

定
・

健診

受けにきました～

生活習慣病は軽いうちならば、生活習慣

の見直しだけで健康を取り戻せます。

健康で豊かな生活を送るためには、特定

健診を毎年受けることが必要です。

ふむふむ

①②

③④

！？

ようこそ～

受けて得する！
特定健診
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定健診を受けて生活習慣病の予防！！  ～みなさん健診を受けましょう～　

健
康
に
自
信
が
あ
る
人
、

　
　

忙
し
い
人
こ
そ
受
け
て
ほ
し
い
！

▲主な死因別　死亡数の割合
「厚生労働省　平成 25 年　人口動態統計」より

　

日
本
人
の
死
因
の
約
４
分
の
１
を
脳
血
管

疾
患
、
心
疾
患
が
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
生
活
習
慣
病
の
延
長
で
起
こ
る
こ
と
が
多

い
疾
患
で
す
。
会
津
坂
下
町
で
も
脳
血
管
疾

患
に
よ
る
死
亡
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
出
に
く
い
た

め
、
忙
し
い
か
ら
と
自
分
の
健
康
を
お
ろ
そ

か
に
し
て
い
る
と
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
生

活
習
慣
病
が
進
み
、
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
忙
し
さ
も
健
康
だ
か
ら
こ
そ
。

　

元
気
に
働
き
続
け
る
た
め
に
も
健
診
が
必

要
な
の
で
す
。

脳
血
管
疾
患
と
認
知
症
は
関
係
が
あ
る
!?

　

認
知
症
の
原
因
の
１
つ
に
、
「
脳
血
管
性

認
知
症
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に
次
い
で
多
い
疾
患

で
、
脳
梗
塞
な
ど
の
脳
血
管
障
害
が
原
因
で

起
こ
る
認
知
症
で
す
。
脳
血
管
性
認
知
症
の

危
険
因
子
と
し
て
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂

質
異
常
症
、
喫
煙
、
虚
血
性
心
疾
患
な
ど
が

あ
り
、
生
活
習
慣
病
に
関
連
す
る
項
目
ば
か

り
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
と
認
知
症
…
関
係
の
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
が
、
実
は
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
の
で
す
。
大
切
な
こ
と
は
、
生
活
習
慣
病

の
発
症
や
重
症
化
を
予
防
し
、
血
管
を
守
る

こ
と
で
す
。

眼
底
検
査
で
血
管
変
化
の
確
認
を

　

網
膜
の
血
管
は
「
脳
の
血
管
か
ら
の
枝
分
か
れ
」
で
あ
り
、

脳
の
血
管
の
状
態
を
推
測
で
き
る
、
外
部
か
ら
見
え
る
唯
一

の
と
こ
ろ
で
す
。
血
管
の
傷
み
は
１
回
見
た
だ
け
で
は
出
に

く
い
こ
と
か
ら
、
毎
年
健
診
を
受
け
て
、
経
年
的
に
変
化
を

見
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

♥　

１
年
に
１
回
は
必
ず
受
け
る

　
　

生
活
習
慣
病
の
発
症
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
毎
年
必

　
　

ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

♥　

健
診
の
結
果
を
確
認
し
保
存
す
る

　
　

健
診
結
果
に
異
常
が
な
く
て
も
、
だ
ん
だ
ん
と
異
常

　
　

値
に
近
づ
い
て
い
る
項
目
が
な
い
か
な
ど
を
チ
ェ
ッ

　
　

ク
し
、
毎
日
の
健
康
管
理
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

♥　

「
要
精
密
検
査
」
を
面
倒
く
さ
が
ら
な
い

　
　

受
け
っ
ぱ
な
し
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
り
正

　
　

確
な
結
果
を
得
る
た
め
に
は
自
覚
症
状
が
な
く
て
も

　
　

必
ず
受
診
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

♥　

健
診
は
毎
回
同
じ
と
こ
ろ
で

　
　

健
診
の
方
法
な
ど
は
、
健
診
機
関
に
よ
り
異
な
る
こ

　
　

と
も
あ
り
ま
す
。
過
去
と
正
確
に
比
較
す
る
た
め
に

　
　

も
、
い
つ
も
同
じ
健
診
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

健
診
を
活
か
す
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

７月から健（検）診が

始まります！

会場で

お待ちしてます

【問い合わせ先】　生活課　福祉健康班　健康増進係　　☎９３－６１６９

悪性新生物
（がん）
28.8％

心疾患
（心臓病）
15.5％

脳血管疾患
（脳卒中）

9.3％

肺炎
9.7％老衰　5.5％

不慮の事故
3.1％

自殺　2.1％

腎不全　2.0％

慢性閉塞性
肺疾患 1.3％

肝疾患
1.3％

その他
21.4％
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18 歳選挙権　スタート！！
みんなで投票へ行こう！

　

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、
今
回
の

参
議
院
議
員
選
挙
か
ら
、
選
挙
権
を
も
つ

年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
18
歳
以
上
が
選
挙

権
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

新
た
に
選
挙
権
を
持
つ
人
の
中
に
は
、

●
ど
う
し
て
選
挙
に
行
か
な
く
て
は

　

な
ら
な
い
の
？

●
誰
に
投
票
す
れ
ば
い
い
の
か

　

わ
か
ら
な
い
！

●
投
票
っ
て
面
倒
そ
う
…

と
思
っ
て
い
る
人
が
多
く
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

投
票
日
を
迎
え
る
前
に
、
選
挙
権
を
も

つ
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

選
挙
権
は
自
分
の
意
思
表
示
を

　
　
す
る
権
利
で
す
！

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
法
律
や
税
金
の
使
い
道
を
決
め
る
の

は
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
国
会
議
員

で
あ
っ
た
り
、
県
議
会
議
員
で
あ
っ
た
り
、

市
・
町
・
村
議
会
議
員
で
あ
っ
た
り
し
ま

す
。

　

つ
ま
り
、
選
挙
に
行
っ
て
、
候
補
者
を

選
び
、
投
票
す
る
と
い
う
こ
と
は
、「
も
っ

と
こ
ん
な
ふ
う
に
変
え
て
ほ
し
い
」
「
こ

う
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
自
分
の
意
思
を
、

候
補
者
を
通
じ
て
表
現
す
る
こ
と
と
同
じ

で
す
。

　

投
票
を
棄
権
す
る
人
は
、
今
の
政
治
に

満
足
し
て
い
る
人
で
し
ょ
う
か
？
棄
権
し

て
も
不
満
は
政
治
家
に
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

政
治
家
を
選
ぶ
の
は
国
民
で
す
。
今
の
政

治
の
責
任
は
、
国
民
で
あ
る
私
た
ち
に
あ

り
ま
す
。
よ
り
良
い
社
会
の
実
現
の
た
め
、

き
ち
ん
と
自
分
の
主
張
を
投
票
で
示
し
ま

し
ょ
う
。

若
者
の
投
票
が
大
き
な
鍵
と
な
る

　

今
回
の
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ

り
、
新
た
に
選
挙
権
を
も
つ
若
者
は
全
国

で
約
２
４
０
万
人
と
い
わ
れ
て
お
り
、
福

島
県
で
も
約
３
万
８
０
０
０
人
、
会
津
坂

下
町
で
は
約
３
０
０
人
が
該
当
し
ま
す
。

　

若
者
の
多
く
は
支
持
政
党
を
も
た
な
い

た
め
、
こ
の
票
数
の
行
方
が
今
後
の
政
局

を
左
右
し
ま
す
。

　

新
た
に
選
挙
権
を
得
た
若
い
人
た
ち
の

動
向
に
よ
っ
て
は
、
従
来
予
想
さ
れ
て
い

た
選
挙
結
果
を
覆
す
こ
と
も
あ
り
得
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
あ
な
た
の
一
票
は
日
本

を
変
え
る
力
を
も
っ
て
い
ま
す
！

選
挙
に
ま
つ
わ
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．
投
票
日
に
用
事
が
あ
っ
て

　
　

投
票
で
き
な
い
！

Ａ
．
投
票
日
前
に
投
票
で
き
る

　
　

「
期
日
前
投
票
」
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
誰
に
投
票
し
て
い
い
の
か

　
　

わ
か
ら
な
い
！

Ａ
．
街
頭
演
説
や
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

　
　

参
考
に
す
る
ほ
か
、
有
権
者
と

　
　

政
党
と
の
相
性
を
診
断
す
る

　
　

ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
と
い
う
ツ
ー
ル

　
　

を
使
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
投
票
に
時
間
は
か
か
る
？

Ａ
．
５
分
も
か
か
り
ま
せ
ん
！

投票って、とっても簡単！投票所での流れ

①投票所で受付をし、投票

用紙を受け取る。

②記載台☝で投票したい立候補者の名前を書く。 ③投票箱に投票用紙を入れる。

COMPLETE

Step1 Step2 Step3

投票所でお待ちしています！

　今回、選挙権の年齢が 18 歳に引き下がったことを受け、選挙

についての理解を深めてもらおうと５月 28 日に選挙出前講座を

開催しました。高校生を含む多くの若い年齢の方にもお越しいた

だき、参加した高校生からは「選挙についてはまったくの無知だっ

たので、投票を前にいろいろなことを知ることができてよかった。

今回の講座を参考に投票に臨みたい」という声が聞かれました。

　選挙日当日都合の悪い方は期日前投票をご利用いただき、棄権

することのないようお願いします。

選挙出前講座を
開催しました

第 24 回参議院議員通常選挙

投票日は 7 月 10 日（日）
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平成２８年御田植祭を開催します！
御田植祭とは…

　栗村稲荷神社の例大祭で、一年間無事に稲が育ち、おいしいお米が収穫されることを祈り祝う祭

礼です。

　毎年７月７日に行われ、早乙女踊りを披露しています。

　会津坂下町の御田植祭を含め、喜多方市の慶徳稲荷神社・会津美里町高田地区の伊佐須美神社を

合わせ「会津の三大御田植祭」といわれています。

　当日は、早乙女踊りのほか諏訪町・新町・新富町の太鼓台巡行や、町民体育館では「七夕書道展」、

諏訪神社では奉納神楽（神様に献げる踊り）や奉納親善相撲大会が行われます。

早乙女踊りとは…

　早乙女は山里に春を告げる神様の使いであり、稲を植える季節の到来を告げる使いともいわれて

います。坂下の早乙女踊りは、いろいろなところで踊られた良い踊りを取り上げて新舘地区で踊り

が始まり、今に伝わっています。

　現在では、早乙女踊り保存会と会津農林高等学校の早乙女踊りクラブの学生のみなさんが踊りを

披露し、伝統芸能を大切に伝えています。

６日（水）

第 54 回七夕書道展　午前 9時～午後 5時　町民体育館内

７日（木）

神
み こ し お わ た り

輿渡御

午前 9時 20 分～ 11 時 55 分

栗村稲荷神社を出発し、
町内を巡行します。

《順路》
栗村稲荷神社→町役場→台ノ宮公園→
町民体育館→栗村稲荷神社

栗
く り

村
む ら

弾
だ ん

正
じょう

墓前法要

午後 0時 30 分

定林寺（施主：会津宮川土地改良区）

早
さ

乙
お と

女
め

踊り

午後 0時 45 分～午後 3時

《披露場所》
栗村稲荷神社→定林寺→町役場前→
　 12:45　　    13:15 　 13:45    

台ノ宮公園→道の駅あいづ
   14:15　　 　15:00 

太
た い

鼓
こ

台
だ い

牽
け ん

引
い ん

午後 1時～ 3時

諏訪町・新町・新富町の太鼓台が
町内を巡行します。

《巡行経路》
各町内出発場所⇔町役場前通り
（町役場東分庁舎前折返し）

奉納
親善相撲大会

午後 1時～受付・午後 1時 30 分～開始

諏訪神社境内　会津坂下町中央相撲場

第 54 回
七夕書道展

午前 9時～午後 4時　町民体育館内

御田植祭日程表
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男女共同参画社会の
　　　実現を目指して　～会津坂下町の頑張ってる人・第３回～　

　今回の頑張っている人は、農業女子の佐々木美穂さんです。佐々木さんはご夫婦で胡瓜を栽培・出

荷しています。また、３人の子ども（中学生２・小学生）のお母さんです。今回のインタビュアーは、

男女共同参画推進会議委員の大堀希さんです。　　　　　　　　　　　

大　堀「農業を始めたきっかけは何ですか？」

佐々木「主人が脱サラをしたことです。」

大　堀「仕事で大変なこと、また良かったことはあります　　

　　　　か。」

佐々木「農繁期は多忙で寝る時間もなかったり、炎天下のハ　　

　　　　ウスの中が暑くて倒れそうになるくらいすごく大変

　　　　です。でも、お会いした方から『おいしかったよ』

　　　　の言葉をいただくと本当にうれしいです。また、子

　　　　ども達も何も言わなくても梱包作業や家のことを手

　　　　伝ってくれるので、本当にありがたいと思っていま

　　　　す。」

大　堀「仕事で心がけていることを教えてください。」

佐々木「やっぱり良いものを作ることですね。いつもと違う

　　　　有機質の肥料を使用してみたら『胡瓜って甘いんだ』ってくらい味に差が出て、土にこだわ

　　　　ることって大切なんだって改めて思いました。」

大　堀「今、佐々木さんを含めて女性農業者の活躍を見ていると仲間や地域のつながりという部分が

　　　　重要なポイントなのかなと思うのですが、どうでしょうか。」

佐々木「確かに農家のお嫁さんとか女性の活躍が多くなってきているんですが、まだまだ農家の中で

　　　　は、立場的に弱いというか外へ出づらい部分があるので、自分から外へ出てもらえるような

　　　　交流しやすい環境をつくっていけたらと思っています。」

大　堀「仕事と家庭の両立の仕方やストレス解消法を教えてください。」

佐々木「両立の仕方…。私の場合は同居している義父に配達を手伝ってもらったり、義母にも働きな

　　　　がら農家の仕事や子ども達の面倒をみてもらっていることです。家族の協力と理解があれば

　　　　こそですね。子育てに関しては、なるべく子どもと接する時間を作り会話を少しでも多くす

　　　　るように努力しています。ストレス解消法は、ハウスの中で歌います（笑）。あとは配達の

　　　　仕事で接客しながら情報交換したりおしゃべりしたりすることですね。でも、そんなにスト

　　　　レスはたまってないと思います（笑）」

大　堀「仕事が好きなんですね。」

佐々木「好きですね。確かに大変ですけどすごい仕事だなと感じています。」

大　堀「すてきなお話をありがとうございました。」

佐々木「こちらこそありがとうございました。」

　以前は農家の知り合いもなく子育てをしながらで余裕もなかったそうですが、今は仲間も出来て知

識や技術の向上に頑張っている佐々木さん。最後に『きっかけをくれた主人に感謝しています。』

と笑顔でお話しされていました。

◎平成 28 年度全国男女共同参画のキャッチフレーズが決定しました
　テーマ「旧来の労働慣行や意識を変え、女性も男性も多様な暮らしや働き方が

　　　　　可能な社会を作るため」

　　　　　　　『　意識をカイカク。男女でサンカク。社会をヘンカク　』　　

　　　　私達も三つの「カク」を心に持って行動しませんか。
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　  town topics　　　　　　　　　

13

まちの話題

　

京
都
、
奈
良
・
神
奈
川
（
鎌
倉
）・

岩
手
（
平
泉
）
と
並
び
「
五
大
仏

都
」
と
し
て
数
え
ら
れ
る
会
津
で

す
が
、
先
日
、
文
化
庁
が
発
表
し

た
日
本
遺
産
に
「
会
津
の
三
十
三

観
音
め
ぐ
り
」
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
当
町
で
は
塔
寺
（
立
木
）
観

音
・
青
津
観
音
・
御
池
観
音
・
束

原
観
音
の
４
ヶ
所
が
該
当
し
て
い

ま
す
。

　

先
人
達
よ
り
受
け
継
い
で
き
た

も
の
が
、
日
本
の
遺
産
と
し
て
選

ば
れ
る
こ
と
は
、
大
変
誇
り
高
く
、

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の

観
光
振
興
や
地
域
の
活
性
化
の
起

爆
剤
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

町
に
は
今
回
選
ば
れ
た
４
観
音

の
ほ
か
に
も
貴
重
な
文
化
遺
産
や

文
化
財
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
遺
産
に
触
れ
る
こ
と
は
、

先
人
達
が
大
切
に
し
て
き
た
も
の

を
知
り
、
今
私
た
ち
が
大
切
に
す

べ
き
も
の
が
見
え
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

も
文
化
遺
産
、
文
化
財
を
維
持
・

保
存
し
、
次
世
代
に
継
承
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

温故知新齋藤町長のスマイルトーク

　

５
月
12
日
、
13
日
の
両
日
、
坂

下
南
・
坂
下
東
の
両
幼
稚
園
で
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
結
団
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

坂
下
南
幼
稚
園
で
は
年
長
組
77

名
が
、
坂
下
東
幼
稚
園
で
は
年
長

組
55
名
が
そ
ろ
い
の
法
被
や
バ
ッ

ジ
を
身
に
つ
け
、
「
火
遊
び
は
絶

対
し
ま
せ
ん
」
と
誓
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
園
庭
で
消
防
車
と
救

急
車
の
中
を
見
学
し
た
り
、
記
念

撮
影
を
し
ま
し
た
。

　幼年消防クラブ　結団式

坂下東幼稚園

坂下南幼稚園

　

５
月
９
日
、
会
津
坂
下
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
よ
り
、
坂
下
南
・

坂
下
東
幼
稚
園
へ
図
書
購
入
費
と

し
て
現
金
５
万
円
の
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
町
内
の
幼
稚
園
が
３

年
保
育
と
な
り
、
新
た
に
３
歳
児

が
入
園
し
た
こ
と
も
あ
り
、
「
３

歳
児
の
子
ど
も
も
楽
し
く
本
に
ふ

れ
あ
え
る
絵
本
を
増
や
し
て
ほ
し

い
」
と
の
思
い
か
ら
の
寄
付
で
し

た
。

　ライオンズクラブ様　現金５万円寄付

　

５
月
26
日
、
こ
の
た
び
の
熊
本

地
震
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

対
す
る
町
民
の
方
か
ら
の
一
般
義

援
金
を
含
め
た
計
54
万
５
５
０
５

円
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
長
か
ら

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
に
寄

託
さ
れ
ま
し
た
。

　

募
金
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
の

温
か
い
ご
支
援
に
感
謝
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
役
場
庁
舎
内
に

募
金
箱
を
設
置
す
る
な
ど
募
金
活

動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　熊本地震義援金寄託式
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　　                  　　           　　　　　　　     town topics           　　まちの話題
坂下南・坂下東小学校運動会

　

５
月
21
日
、
坂
下
南
・
坂
下
東

小
学
校
に
お
い
て
大
運
動
会
が
行

わ
れ
、
坂
下
南
小
が
「
紅
組
も

白
組
もA

l
l
 
f
o
r
 
o
n
e
,
O
n
e
 
f
o
r
 

a
l
l

」
、
坂
下
東
小
が
「
勇
気
・
元
気
・

笑
顔
１
０
０
％
の
東
っ
子　

勝
利

の
た
め
に
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
せ
！
」

の
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
掲
げ
て

臨
み
ま
し
た
。
多
く
の
来
賓
や
保

護
者
が
集
ま
り
、
児
童
に
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
児
童
は
紅
組

と
白
組
に
分
か
れ
て
勝
利
を
目
指

し
、
個
人
演
技
・
団
体
演
技
と
も

に
力
を
合
わ
せ
て
練
習
の
成
果
を

出
し
き
り
ま
し
た
。
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　　                  　　           　　　　　　　     town topics           　　

　

６
月
２
日
、
坂
下
南
小
学
校
の

プ
ー
ル
が
完
成
し
ま
し
た
。
25
ｍ

プ
ー
ル
と
低
学
年
用
の
プ
ー
ル
が

併
設
さ
れ
、
小
学
校
・
幼
稚
園
か

ら
直
接
プ
ー
ル
に
行
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
に
は
プ
ー
ル
利
用
の

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
新
し
い

プ
ー
ル
で
の
安
全
と
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
で
た
く
ま
し
い
成
長
を

祈
念
し
ま
し
た
。

　

坂
下
南
小
学
校
プ
ー
ル
の
完
成

に
よ
り
、
平
成
13
年
か
ら
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
、
教
育
施
設
適
正
配
置
事
業

お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
教
育
環
境
整

備
が
完
了
し
ま
し
た
。

坂下南小学校のプール完成
教育施設適正配置事業が完了

プールの側面まで自動で清掃するロボットも導入
されました。

　

５
月
30
日
に
、
会
津
坂
下
町
建

設
業
組
合
に
よ
り
、
国
道
49
号
（
宮

古
橋
か
ら
藤
橋
）
歩
道
・
路
肩
の

清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
町
建
設
業
組
合

に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
と
し

て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
、
町
内
10
社
か
ら
25
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

町建設業組合により
道路清掃が行われました

　

鳥
獣
保
護
管
理
員
は
、
鳥
獣
保

護
区
等
の
管
理
、
鳥
獣
に
関
す
る

各
種
調
査
な
ど
、
鳥
獣
保
護
管
理

事
業
の
補
助
を
行
う
者
と
し
て
、

県
か
ら
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
人
で
あ
る
福
地
一
芳
さ

ん
（
緑
町
）
が
、
平
成
17
年
４
月

の
任
命
か
ら
10
年
間
勤
続
と
い
う

節
目
に
あ
た
り
、
県
知
事
よ
り
永

年
勤
続
知
事
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
で
は
、
ケ
ガ
や
弱
っ
た
鳥
獣

を
発
見
し
た
際
の
保
護
の
協
力

や
、
会
津
坂
下
町
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
の
隊
員
と
し
て
、
鳥
獣
被

害
対
策
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

鳥獣保護管理員の福
ふく

地
ち

一
かず

芳
よし

さんに感謝状

幼稚園からプールまでの出入り口

感謝状を贈呈された福地一芳さん（写真左）
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～
楽
し
い
「
体
育
」
で
健
や
か
な
身
体
づ
く
り
～

　

４
月
29
日
、
町
民
体
育
館
で
ば
ん
げ
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
津
坂
下
町
健
康
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
「
健
康
・
運
動
」
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
参
加

者
は
食
育
の
一
要
素
で
あ
る
「
体
育
」
に
つ
い
て
体
験
し
な

が
ら
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

《材料》2人分

出し汁　…　300 ㎖

白すりごま　…　大さじ 2

みそ　…　大さじ 2

きゅうり　…　1/2 本

こねぎ　…　2本

大葉　…　4枚

木綿豆腐　…　1/2 丁

具だくさん冷や汁
《作り方》

①きゅうりは薄い輪切り、こねぎは小口切りにする。

大葉は軸を切り落とし、縦半分に切ってからさらに

横に細切りにする。

②ボウルに白すりゴマとみそを入れ、熱い出し汁を

加えて混ぜ、冷蔵庫で冷やす。時間がない場合は氷

を入れて冷やす。

③②に①を加え、水で軽く洗った豆腐を手で崩しな

がら加える。

　　認定農業者会より　～７月出荷予定の野菜～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きゅうり、トマト、ピーマン、なす、かぼちゃなど

☆★７月19日　食育の日・家庭料理の日★☆

ばんげの味が育てる

　　おいしい楽しい健やかライフ　その79

【問い合わせ先】生活課　福祉健康班　健康増進係　☎ 93-6169

きゅうりはカリウムを豊富に含み、ナトリウムを排出する効果があるため、高血圧予防に有効です。

また、体にこもった熱を取り除く働きもあるため、夏バテの予防に冷たくて箸の進む冷や汁をぜひ

お試しください。

「
自
分
の
体
を
知
ろ
う
」

　

今
回
の
ブ
ー
ス
に
設
置
さ
れ
た
体
組
成
測
定
器
は
、

体
脂
肪
率
や
筋
肉
量
ま
で
詳
細
に
測
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
結
果
を
元
に
会
津

大
学
短
期
大
学
部
講
師
の
渡
部
琢

也
先
生
か
ら
一
人
一
人
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
ま
し
た
。

　

測
定
を
体
験
し
た
人
か
ら
は
「
実

際
に
数
字
に
表
れ
た
も
の
を
見
て
、

も
う
少
し
運
動
を
頑
張
ろ
う
と
思

っ
た
。
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

「
お
い
し
い
お
や
つ
に
は
秘
密
が
あ
る
」

　

身
近
な
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
に
含
ま
れ
て
い
る
砂
糖
や
脂

質
の
量
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
に
必
要
な
運
動
量
な
ど

の
掲
示
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
「
こ
の
お
菓
子
を

食
べ
た
ら
こ
ん
な
に
運
動
し
な
い
と
消
費
さ
れ
な
い
の
？
」

と
驚
い
た
様
子
で
、
運
動
の
重
要

性
と
、
食
べ
合
わ
せ
を
考
え
直
す

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
健
康
・
運
動
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

会
津
大
学
短
期
大
学
部
の
み
な
さ
ん
に
、
子
ど
も

た
ち
が
体
を
動
か
し
て
遊
べ
る
場
を
設
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
近
は
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
減
り
、

子
ど
も
た
ち
の
運
動
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
メ
デ
ィ
ア
や
ゲ
ー
ム
機
を
使
わ
ず
と
も
楽
し

く
遊
べ
る
と
い
う
こ
と
を
、
実
際
に
体
験
し
、
知

っ
て
も
ら
え
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

体
組
成
測
定
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
で
年
に
１

回
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
児
童
の
健
康
維
持
の
た

め
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
も
と
に
、

親
子
で
い
ま
一
度
、
運
動
と
食
に
つ
い
て
考
え
、

家
庭
で
の
食
育

に
活
か
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

会津坂下町
健康教育ネットワーク

坂下東小学校　養護教諭
成田 一江先生

会津大学短期大学部　講師

渡部 琢也先生

「
狙
い
を
定
め
て
…
楽
し
く
運
動
！
」

　

会
津
大
学
短
期
大
学
部
の
学
生
に
よ
る

手
作
り
の
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ゲ
ー
ム
は
、

数
字
が
書
か
れ
た
的
に
ボ
ー
ル
を
命
中
さ

せ
る
ゲ
ー
ム
で
、
親
子
で
運
動
を
楽
し
め

る
よ
う
に
と
考
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
「
今
ま
で
や
っ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
」

と
、
夢
中
に
な
っ
て
友
達
と
競
い
合
い
な

が
ら
運
動
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
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新着本の紹介

『小さな本の大きな世界』 『向田理髪店』 『ゴースト・ボーイ』
『コロッケ先生の情熱！
古紙リサイクル授業』

長田弘／著
酒井駒子／絵

クレヨンハウス

奥田英朗／著

光文社

マーティン・ピストリウス、

ミーガン・ロイド・デイヴィス／著

PHP 研究所

中村文人／文

佼成出版社

大の本好きで詩人の長田弘
が遺した「お気に入りの本
にまつわるエッセイ」145
篇を、酒井駒子の絵ととも
におさめた、大の本好きに
贈る 1冊です。

寂れた元炭鉱町に暮らして
いる心配性の理髪店店主の
元に次々に町の騒動が持ち
込まれ、解決しようと右往
左往する店主と町人の交流
を鮮やかに描く。

12 歳の時に意識不明の植
物状態になったマーティン
は、数年後意識だけが目覚
め、しかし体は動かせず、
誰にも気づかれないまま何
年も過ぎていく。

コロッケ先生こと小六信和
さんのねがいは、ゴミ箱に
すてられる紙を 1 枚でも多
く救うこと。第 62 回青少
年読書感想文コンクール小
学校中学年課題図書。

　

『
会
津
坂
下
町
史
Ⅰ　

民
俗
編
』
や
、

町
の
歴
史
研
究
を
進
め
ら
れ
た
故
井
関

敬
嗣
先
生
の
『
会
津
坂
下
町
の
伝
説
と

史
話
』
に
よ
る
と
町
内
に
は
い
く
つ
か

の
木
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
残
さ
れ
て
い

る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

八
日
沢
大
沢
神
社
に
あ
る
「
大
澤
神

社
改
築
記
念
誌
」
碑
に
は
、「
天
喜
の
頃
、

宇
内
村
に
阿
部
貞
任
（
原
文
の
と
お
り
）
の

娘
オ
サ
ワ
が
住
み
難
病
と
な
り
塔
寺
村

ド
ス
ガ
沢
地
内
に
棄
て
ら
れ
た
る
を
当

村
民
深
く
憐
れ
み
こ
の
地
に
連
れ
来
り

看
護
し
、
死
後
こ
れ
を
地
蔵
尊
と
祀
り

古
く
は
大
澤
大
権
現
と
称
し
た
。
…
境

内
に
凡
そ
五
百
年
の
欅
の
巨
木
あ
り
」

本のタイトル 著者 出版社

『日本史有名人の身体測定』 篠田達明／著 KADOKAWA

『ちょっと具合のよくないときのごはん』 岩﨑啓子、石川みずえ／著 日東書院本社

『きのうの影踏み』（幽 BOOKS） 辻村深月／著 KADOKAWA

『アリとくらすむし』 島田たく／写真・文 西村書店

『木のすきなケイトさん』 H．ジョゼフ・ホプキンズ／文 BL 出版

おすすめの新着本

と
あ
り
ま
す
。

　

『
大
樹
銘
木
調
査
書
』
に
は
、
こ
の
大

沢
神
社
の
境
内
の
欅
と
し
て
「
三
𠀋
、

十
間
、
樹
齢
不
詳
、
一
本
」
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

境
内
に
は
、
樹
高
二
十
四
ｍ
（
胸
高

三
．
七
ｍ
）
、
樹
高
二
十
二
ｍ
（
胸
高
三
．

三
ｍ
）
と
、
ほ
ぼ
同
規
模
の
欅
二
本
が

夫
婦
の
よ
う
に
並
ん
で
そ
び
え
て
い
ま

す
が
、
先
述
の
「
記
念
誌
」
碑
に
は
、

昭
和
五
十
三
年
に
境
内
の
欅
を
伐
採
売

却
し
て
社
殿
と
地
蔵
堂
を
伐
採
し
た
跡

に
建
て
た
、
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

現
在
、
地
蔵
堂
の
周
囲
に
残
る
直
径
約

三
ｍ
七
〇
㎝
の
欅
の
切
り
株
が
『
調
査

書
』
の
欅
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

地
域
の
人
達
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も

姿
を
変
え
、
そ
の
尊
厳
を
堂
宇
と
し
て

残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
内
に
は
、
台
ノ
宮
公
園
（
古
坂
下
）

の
通
称
「
一
番
木
」
「
二
番
木
」
や
若
宮

八
幡
神
社
（
牛
沢
）
、
白
旗
八
幡
神
社
（
下

政
所
）
、
お
天
王
様
（
八
坂
神
社
・
笊
屋

敷
）
の
ほ
か
、
個
人
宅
な
ど
に
も
数
多

く
の
大
欅
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
本

一
本
の
欅
は
、
町
の
す
ば
ら
し
さ
や
優

し
さ
を
印
象
付
け
る
大
切
な
自
然
景
観

の
一
つ
で
す
。

問
町
史
編
さ
ん
室　

☎
83
‐
３
０
１
０

町
史
編
さ
ん
室
よ
り
　
会
津
坂
下
町
の
巨
樹
銘
木
④

☆まだまだほかにも新着本あります

【蛙田の欅・八日沢大沢神社境内】
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介護保険負担限度額認定の申請について
　

　介護保険施設の食費・居住費について、「介護保険負担限度額認定」の申請をすれば、下記対象

者は負担軽減が受けられます。

▼対象者

①住民税非課税世帯の方（別世帯の配偶者も住民税非課税であること）。

②預貯金などが基準額（配偶者がいる方は合計 2,000 万円、配偶者がいない方は 1,000 万円）以下

の方。

▼有効期間　平成 28 年 8 月以降に申請した月の 1日～平成 29 年 7 月 31 日まで

▼申請方法　

　生活課　保険年金班　高齢者支援係（⑤窓口）までお越しください。

▼持参物　

①本人・配偶者の通帳、②印鑑、③本人の個人番号カードまたは通知カード、

④本人の介護保険証、⑤本人・代理人の顔写真入りの身分証（個人番号カード、運転免許証など）

▼所得段階別の負担限度額　                                                  

※（　）内の金額は、特別養護老人ホームやショートステイ利用の際の金額

介護保険負担割合証の送付について
　介護認定を受けた方には、負担割合証が発行されます。保険証とともに介護サービスを利用する

ときに必要となります。現在の証は 7月 31 日で期限が切れますので、7月下旬に郵送します。

▼対象者　　　要支援・要介護者

▼有効期間　　8月 1日～翌年 7月 31 日

▼利用者負担割合

基準 自己負担

本人の合計所得 160 万円未満

（世帯に 65 歳以上 1人のみ：年金収入＋合計所得＝ 280 万円未満）

（世帯に 65 歳以上 2人以上：年金収入＋合計所得＝ 346 万円未満）

1割

本人の合計所得 160 万円以上

（世帯に 65 歳以上 1人のみ：年金収入＋合計所得＝ 280 万円以上）

（世帯に 65 歳以上 2人以上：年金収入＋合計所得＝ 346 万円以上）

2割

【問い合わせ先】　生活課　保険年金班　高齢者支援係（⑤窓口）　☎ 84-1513

対象費 居住費

食費

生活保護受給者 多床型
従来型

個　室

ユニット

型準個室

ユニット

型個室

世帯全員

が住民税

非課税者

老齢福祉年金受給者 0
490 

(320)
490 820 300

課税年金収入額と合計所得

金額と非課税年金収入額の

合計が 80 万円以下の人

370
490

(420)
490 820 390

上記以外の人 370
1,310

(820)
1,310 1,310 650

単位：円／日
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健康づくり
すこやか

【問い合わせ先】生活課　保険年金班（④窓口）　☎ 84-1501

平成 28年度の
国民健康保険税のお知らせ

　国民健康保険税（国保税）は、相互扶助の精神にのっとり、疾病や負傷の際の医療費に対して保険

給付などを行う主な財源の一つです。一人あたりの医療費が年々増加する中、国保税額もこれに応じ

てご負担をお願いすることとなります。今年度の納税通知書は、7月中旬にお送りして

いますが、国保税は、世帯単位で課税され、世帯主が納税義務者となります。

今年度の税率等は据え置き
　今年度の国保税の税率等は、全体でみれば昨年度を超えない税率等になりました。（下表参照。た

だし、世帯によっては国保税額が増える世帯も減る世帯もあります。）この要因としては、昨年度の

一人当たりの保険給付費の伸びがやや緩やかになったことなどが挙げられます。

　みなさまが健康でお過ごしいただくとともに、国保税の円滑な納入をよろしくお願いします。

　※４０歳以上６５歳未満の方の国保税には、介護保険分が含まれています。

　※６５歳以上の方は、介護保険分は国保税と別に納めていただきます。

　※限度額は、国の税制改正に沿い「医療保険分」および「後期高齢者支援金分」がそれぞれ２万円

　ずつ引き上げられています。

所得額が一定額を超えない世帯は国保税が軽減されます
　※所得額によって、２割・５割・７割の軽減措置が講じられているものがあります。

　※国の税制改正に沿い、軽減を受ける世帯が拡大されています。

国保税の納入方法
○納税組合へ加入している方 ⇒ 加入している納税組合へ納めてください。

○納税組合に加入していない方 ⇒ 納税通知書と一緒に送付される納付書で納めてください。

　納めに行く手間を省くためには“口座振替”とすることもできます。

　手続きは、町内の金融機関の各窓口で簡単にできます。

　（持参品：「納税通知書」「通帳」「通帳の届出印」）

☆健 (検 )診を受けて健康維持につなげましょう！

　今月から健 (検 )診を実施しています。ぜひ受診して自分の健康状態を把握し、健康維持に役立て

ましょう。

課税項目

税率等

医療保険分 後期高齢者支援金分
介護保険分

(40歳以上65歳未満）

所得割
世帯内の国保加入者の
前年度所得で計算 ７.３９％ ２.９４％ ２.９１％

資産割
世帯内の国保加入者の
固定資産税で計算 ５.０２％ ３.６５％ ２.６９％

均等割
世帯内の国保加入者数
で計算 ２２,６００円 ８,７００円 １１,３００円

平等割 １世帯ごとに計算 ２２,８００円 １１,４００円 ７,６００円

限度額 項目ごとの上限額 ５４０,０００円 １９０,０００円 １６０,０００円



⑳などはページ番号です。詳細についてはお知らせ掲載ページをご覧ください。きについては、広報紙と同日配布の「き
いてくなんしょ」に詳細を記載しています。

7 月のカレンダー

日 月 火 水 木 金 土

20

3
●佐藤整形外科医院㉒
●子育てふれあい交
流センター事業開始
セレモニー④
●民謡・舞踊大競演
会き

4 5
●４か月児健診㉒
●入園前のお子さん幼
稚園に遊びにきてね♪㉒
●人権・行政合同相
談会㉓

6
●

7　
●わくわく☆ドキド
キ☆楽しい広場㉒
●司法書士・土地家
屋調査士による法律
相談会㉓
●御田植祭⑪

8
●フッ素塗布・歯科
健康相談㉒

9

10
●講演会「山登りと
健康」㉔
●水合戦大会㉔
●参議院議員選挙⑫

11 12
● 10 か月児健診㉒

13 14
●１歳６か月児健診㉒
●すこやかキッズ㉒

15
●視覚障がい者巡回
相談会㉒

16
●ばんげ安全安心
フェスタ 2016 き

17
●平野医院㉒
●講座「高寺のナゾ
にせまる」き

18 19 20 21
●すこやかキッズ㉒

22 23
●OUTDOOR PARTY in 
寿ノ宮き
●絵本カーニバル

（～ 31 日）き

24
●荒井医院㉒
●サマーパーティー
●川西ウォーキング

25 26 27 28 29 30
●広瀬夏祭り

31
●遠山眼科医院㉒

8/1 2 3 4 5 6

VO.６　ファットリア　こもと

ファットリア　こもと
営業時間　：午前 10 時～午後 5 時
　　　　　　ランチタイム午前 11 時～午後 2 時
　　　　　　午後 6 時 30 分～（要予約）
定  休  日　：木曜日
住　　所　：会津坂下町大字坂本字糠塚 1144
 問い合わせ：☎ 83-1101　FAX 83-1107
FaceBook: ファットリアこもと

生パスタ…もちもち。自家製トマトソースがよく
絡む。ケチャップ不使用でトマトのうま味が凝縮。
900 円

有機栽培豆と淹れ方にこだわったコーヒーはすっきり
とした味わい！　

　これからメニューも

増やしていくので、みん

なで来てくださいね！

あなたの知りたいお店やみんなに知ってほしいお店を教えてください！！
広報紙面に掲載します。自薦他薦問いません。
産業課　商工観光班　☎83-5711　FAX83-5713

　ゆったりとした時間が過ごせるカフェが５月にオ
ープンしました。 「ファットリアこもと」さんは季節
の自家栽培野菜をふんだんに使用したお店です。

「店名は、癒しを意味するコモド（イタリア語）と、
私の名前の『ともこ』をかけて名づけました。」
　手作り料理を食べながら、地域の人が気軽に集まってくれるようなお店になればと、
お客様とのふれあいも大切にしているそうです。「子どもが塾帰りで何も食べてないから
何か作って。とかお客さんに言ってもらえるようなお店にしたいですね。」と、智子さん。

地元食材にこだわったランチメニューは朝採り野菜サラダとス
ープがセットになっています。パスタ、かつ丼の他に、会津坂
下町の手打ちそばも食べる事ができ、家族でランチを楽しめそ
うです。
　喧騒から身も心も解き放たれる空間でくつろぎのひとときを
過ごしてみてはいかがですか？

“自給自足のおすそ分け”
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日日時　場場所　期期間　内内容　提提出物　対対象　持持ち物　費費用　申申し込み先　問問い合わせ先
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募 

集

テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

平
成
29
年
４
月
採
用
予
定
事
務
局

職
員
（
技
術
職
）
募
集

▼
採
用
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

　

技
術
職
（
建
築
）
１
名
程
度

▼
受
験
資
格

　

高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す

る
方
で
、
昭
和
56
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者

▼
試
験
申
込
書
の
請
求
先

　

会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏

整
備
組
合
事
務
局
、
消
防
本
部
、

消
防
署
、
分
署
、
出
張
所
、
市
町

村
役
場
で
交
付
し
ま
す
。
整
備
組

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/

w
w
w
.
a
i
z
u
-
k
o
u
i
k
i
.
j
p

）
か
ら
受

験
案
内
お
よ
び
試
験
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

　

封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
用
紙

請
求
」
と
朱
書
き
し
、
あ
て
先
を

明
記
し
て
１
２
０
円
分
の
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
判

大
）
を
同
封
し
、
会
津
若
松
地
方

広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合
事
務

局
総
務
課
総
務
係
（
〒
９
６
５
‐

０
０
３
７
会
津
若
松
市
中
央
三
丁

目
10-

12
）
へ
郵
送
で
請
求
し
て

会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村

圏
整
備
組
合
よ
り

く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

７
月
13
日
（
水
）
～
８
月
12
日
（
金
）

（
執
務
時
間
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
）
※
土
日
祝
除
く
。

　

郵
便
に
よ
る
申
込
書
提
出
の
場

合
は
、
８
月
10
日
（
水
）
の
消
印

の
あ
る
も
の
ま
で
受
け
付
け
ま

す
。　

▼
第
一
次
試
験

日
９
月
18
日
（
日
）

場
会
津
大
学　

内
教
養
試
験
お
よ
び
専
門
試
験

問
会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏

整
備
組
合
事
務
局
総
務
課
総
務
係

　

☎
24-

６
３
１
１

平
成
29
年
４
月
採
用
予
定
消
防
本

部
消
防
職
員
募
集

▼
募
集
人
数　

消
防
職
員　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
名
程
度

▼
受
験
資
格　

　

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
方
で
、
平
成
元
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者
。

　

身
体
の
基
準
は
、
身
体
強
健
な

者
と
す
る
。

▼
試
験
申
込
書
の
請
求
先

　

消
防
本
部
、
消
防
署
、
分
署
、

出
張
所
、
市
町
村
役
場
で
交
付
し

ま
す
。
な
お
消
防
本
部
（h

t
t
p
:
/
/

w
w
w
.
1
1
9
-
a
i
z
u
.
j
p

）
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
受
験
案
内
お
よ
び
試

験
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

▼
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

第
二
種
電
気
工
事
士(

学
科)

下
期　

▼
定
員　

10
名

日
８
月
18
日
（
木
）
、
22
日
（
月
）
、

23
日
（
火
）
、
25
日
（
木
）
、
26
日

（
金
）
、
29
日
（
月
）
、
30
日
（
火
）　

午
後
６
時
～
８
時

費
受
講
料
３
５
０
０
円
、
教
材
費

１
１
８
８
円

表

計

算

の

使

い

方
《E

x
c
e
l

２
０
１
３
基
礎
》
（
夜
間
コ
ー
ス
）

▼
定
員　

10
名

日
８
月
18
日
（
木
）
、
22
日
（
月
）
、

23
日
（
火
）
、
25
日
（
木
）
、
29
日

（
月
）
、
30
日
（
火
）
、
９
月
１
日

（
木
）
、
５
日
（
月
）
、
６
日
（
火
）
、

８
日
（
木
）　

午
後
６
時
～
８
時

費
受
講
料
４
７
０
０
円
、
教
材
費

３
０
０
０
円

【
共
通
事
項
】

場
福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

会
津

対
企
業
で
働
い
て
い
る
方
、
こ
れ

か
ら
就
職
を
希
望
す
る
方

申
「
受
講
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
左
記
住
所
へ
郵
送
・

持
参
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル

で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
（
「
受
講

申
込
書
」
は
、
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も
の

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
）

▼
申
込
締
切　

７
月
27
日
（
水
）

問
〒
９
６
９
‐
３
５
２
７

喜
多
方
市
塩
川
町
御
殿
場
４
‐
16

県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

☎
０
２
４
１
‐
27
‐
３
２
２
１

FAX
０
２
４
１
‐
27
‐
３
３
１
２

Ｅ
メ
ー
ルa

i
z
u
-
t
a
@
p
r
e
f
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

f
u
k
u
s
h
i
m
a
.
l
g
.
j
p

坂
下
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
募
集

日
毎
週
日
曜
日
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

場
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

費
年
会
費
３
０
０
０
円

内
県
民
ス
ポ
ー
ツ
両
沼
大
会
、
全

会
津
地
域
大
会
、
町
民
テ
ニ
ス
大

会
参
加
な
ど
。
そ
の
他
と
し
て
芋

煮
会
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
忘
新
年

坂
下
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
よ
り

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま

す
。
ラ
ケ
ッ
ト
も
貸
出
で
き
ま
す
。

和
気
あ
い
あ
い
町
民
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

日
８
月
21
日
（
日
）
午
前
９
時
～

正
午
（
雨
天
翌
週
28
日
（
日
）
開
催
）

場
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

費
５
０
０
円

▼
申
込
締
切　

８
月
14
日
（
日
）

　

景
品
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
・
問

○
坂
下
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
会
長　

　

武
藤 

寛

☎

82
‐

２

８

１

３

ま

た
は

☎

０
９
０
‐
６
４
５
０
‐
９
４
７
２

○
同
ク
ラ
ブ
理
事　

仮
名 

浩

☎
０
９
０
‐
８
６
１
０
‐
４
９
０
９

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、

先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し
た

戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、

父
な
ど
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪

れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、

同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は

か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

費
10
万
円

申
福
島
県
遺
族
会

※
日
程
・
実
施
地
域
・
参
加
資
格

な
ど
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
遺
族
会
事
務
局

☎
03
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
」
参
加
者
募
集

　

封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
用
紙

請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円

分
の
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の

返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
判
大
）
を
必

ず
同
封
し
て
、
会
津
若
松
地
方
広

域
市
町
村
圏
整
備
組
合
消
防
本
部

総
務
課
（
〒
９
６
５
‐
０
１
３
１

会
津
若
松
市
北
会
津
町
中
荒
井
字

諏
訪
前
11
）
へ
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
受
付
期
間

７
月
13
日
（
水
）
～
８
月
12
日
（
金
）

（
執
務
時
間
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
）
※
土
日
祝
除
く
。

　

郵
便
に
よ
る
申
込
書
提
出
の
場

合
は
、
８
月
10
日
（
水
）
の
消
印

の
あ
る
も
の
ま
で
受
け
付
け
ま

す
。　

▼
第
一
次
試
験

日
９
月
18
日
（
日
）

場
教
養
試
験　

会
津
大
学　

　

体
力
試
験　

会
津
大
学
体
育
館

問
会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏

整
備
組
合
消
防
本
部
総
務
課
総
務

グ
ル
ー
プ

　

☎
59-

１
４
０
０



お知らせ版 information

22

　　　　　    　    　休日救急診療当番　  　　　　　　　　 
※変更になる場合があります。

事　業　名 月　日　 対　象　者
4 か月児 7月 5日（火） 平成 28 年 2・3 月生

10 か月児 7月 12 日（火） 平成 27 年 8・9 月生

1歳 6か月児 7月 14 日（木）
平成 26 年 12 月・
平成 27 年 1 月生

　　　　　    　　　乳幼児健康診査　　　　　　 　　  
場健康管理センター　持母子手帳・乳幼児健康管理手帳　

　 日受付時間　午後 1時～ 1時 20 分 7 月 3 日（日） 佐藤整形外科医院　　　　　　☎ 83-1155

7 月 17 日（日）平野医院　　　　　　　　　　☎ 83-2243

7 月 24 日（日）荒井医院　　　　　　　　　　☎ 83-2224

7 月 31 日（日）遠山眼科医院　　　　　　　　☎ 83-2011

　　　　　　　　　　　　救急病院　　　　　　　　　　　 
坂下厚生総合病院　　　　　　☎ 83-3511

７月の保健・子育てガイド

　　　　　　　　　　　　　　       　　　すこやかキッズ　　　　　　　　　　　　　　　　　   　
場子育てふれあい交流センター　日午前 10 時～ 11 時 30 分　

月　日 詳　　細
7 月 14 日（木） 対 0 ～ 1 歳の子どもと保護者　持オムツ・ミルク・飲み物 内ふれあい遊び　他

7月 21 日（木） 対１歳～幼稚園入園前の子どもと保護者　持オムツ・飲み物　内親子３Ｂ体操

問子育てふれあい交流センター　☎ 84-1784、生活課　福祉健康班（健康増進係）　☎ 93-6169

問生活課　福祉健康班（健康増進係）　☎ 93-6169

健  

康
・
子
育
て

　

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん

か
？
先
生
も
お
友
だ
ち
も
待
っ
て

い
ま
す
。

日
７
月
７
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
10
時
30
分

場
・
問
ば
ん
げ
保
育
所

　
　
　

☎
83-

３
２
０
２

内
七
夕
ま
つ
り
（
２
歳
児
七
夕
ま

つ
り
会
に
参
加
、
短
冊
製
作
）

対
町
内
在
住
の
幼
稚
園
入
園
前
の

子
ど
も
。

持
飲
み
物

わ
く
わ
く
☆
ド
キ
ド
キ
☆
楽

し
い
広
場

ひ
と
り
親
家
庭
の
就
職
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
の
就
職
活
動

を
無
料
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
７
月
５
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
・
問

坂
下
南
幼
稚
園
☎
83
‐
２
４
１
０

坂
下
東
幼
稚
園
☎
83
‐
８
５
９
０

対
町
内
在
住
の
未
就
園
の
子
ど
も

持
飲
み
物
・
上
履
き

※
ご
家
族
の
方
の
付
き
添
い
が
必

要
で
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。

入
園
前
の
お
子
さ
ん

幼
稚
園
に
遊
び
に
き
て
ね
♪

問
福
島
県
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

児
童
家
庭
支
援
チ
ー
ム

　

☎
29
‐
５
２
７
８

日日時　場場所　期期間　内内容　提提出物　対対象　持持ち物　費費用　申申し込み先　問問い合わせ先　

「
児
童
扶
養
手
当
」
の
加
算
額
が

変
わ
り
ま
す

　

８
月
１
日
か
ら
「
児
童
扶
養
手

当
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
児

童
扶
養
手
当
の
第
２
子
お
よ
び
第

３
子
以
降
の
加
算
額
が
変
更
さ
れ

ま
す
。

【
第
２
子
】
月
額
５
千
円

　
　
　

→
最
大
で
月
額
１
万
円
に

【
第
３
子
以
降
】
月
額
３
千
円

　
　
　

→
最
大
で
月
額
６
千
円
に

増
額
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

ご
家
庭
の
所
得
に
応
じ
て
加
算
額

が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
加

算
額
に
も
、
物
価
の
上
下
に
合
わ

せ
て
支
給
額
が
変
わ
る
「
物
価
ス

ラ
イ
ド
制
」
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

問
教
育
委
員
会　

子
ど
も
課

☎
84
‐
３
７
１
２

ひ
と
り
親
家
庭
へ

大
切
な
お
知
ら
せ

視
覚
障
が
い
者
の
教
育
相
談

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　フッ素塗布・歯科健康相談　　　　　　　　　　　　　　　　   　　  　   
場健康管理センター　持母子手帳・フッ素塗布受診券　日受付時間　午後 1時～ 1時 20 分

月　日 対　象　者

7 月 8 日（金）
1 歳 2歳 3歳 4歳

平成 27 年 4・5 月生 平成 26 年 6・7 月生 平成 25 年 6・7 月生 平成 24 年 8・9 月生

　

疾
病
な
ど
に
よ
る
視
機
能
低
下

（
著
し
い
視
力
低
下
や
視
野
狭
窄
、

視
野
欠
損
な
ど
）
で
、
進
学
や
就

労
で
お
困
り
の
方
の
教
育
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
毎
月
第
２
・
４
週
の
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
９
時
～
午

後
４
時

場
福
島
県
立
盲
学
校

　

（
福
島
市
森
合
町
６-

34
）

対
原
則
18
歳
以
上
の
方

　

（
高
校
生
も
可
）

問
福
島
県
立
盲
学
校

☎
０
２
４
‐
５
３
４
‐
２
５
７
４

視
覚
障
が
い
者
巡
回
相
談
会

①
日
７
月
15
日
（
金
）

　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
場
御
蔵
入
交
流
館
（
南
会
津
町
）

②
日
８
月
24
日
（
水
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
場
会
津
稽
古
堂
生
涯
学
習
総
合

　
　

セ
ン
タ
ー
（
会
津
若
松
市
）

対
視
覚
の
障
害
者
手
帳
を
所
持
し

て
い
る
方
、
手
帳
は
所
持
し
て
い

な
い
が
見
え
に
く
い
こ
と
で
日
常

生
活
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る

方
。

※
費
用
は
無
料
で
す
が
、
判
定
会

は
予
約
制
（
10
名
程
度
）
に
な
り

ま
す
の
で
１
か
月
前
ま
で
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
生
活
課　

福
祉
健
康
班

　

（
③
窓
口
）

　

☎
84
‐
１
５
２
２
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「
不
動
産
取
得
税
」
の
軽
減
制

度
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

暮 

ら
し

内
暴
力
を
ふ
る
わ
れ
た
な
ど
、
人

権
に
関
す
る
こ
と
や
役
所
な
ど
へ

の
苦
情
や
問
題
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

日
７
月
５
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
町
民
体
育
館

問
生
活
課　

戸
籍
環
境
班

　

☎
84
‐
１
５
０
０

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査

士
に
よ
る
法
律
相
談
会

内
財
産
・
土
地
家
屋
問
題
な
ど
に

関
す
る
困
り
ご
と
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
７
月
７
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
町
民
体
育
館

問
生
活
課　

戸
籍
環
境
班

　

☎
84
‐
１
５
０
０

｢

不
動
産
取
得
税｣
は
土
地
や
家

屋
を
取
得
し
た
と
き
に
一
度
だ
け

納
め
て
い
た
だ
く
県
の
税
金
で

す
。

　

住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
て
か

ら
３
年
以
内
に
住
宅
を
新
築
（
中

古
住
宅
の
場
合
は
、
１
年
以
内
に

取
得
）
し
た
場
合
や
、
住
宅
を
取

得
し
て
か
ら
１
年
以
内
に
そ
の

住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
き

は
、こ
れ
ら
の
土
地
に
か
か
る
「
不

動
産
取
得
税
」
を
軽
減
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
や
公
共
収
用
時
な

ど
に
も
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
は
、
ご
本
人
の

申
請
に
よ
り
減
額
・
減
免
す
る
も

の
な
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
は
、
詳
し
い
要
件
お
よ
び
必

要
書
類
に
つ
い
て
、
左
記
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税

部
不
動
産
取
得
税
チ
ー
ム

☎
29
‐
５
２
５
４

　

個
人
事
業
税
は
、
県
内
に
事
務

所
・
事
業
所
を
設
け
て
、
物
品
販

売
業
や
不
動
産
貸
付
業
な
ど
、
一

定
の
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
に
納

め
て
い
た
だ
く
県
の
税
金
で
す
。

　

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ

り
、
年
税
額
を
８
月
（
第
１
期
分
）

と
11
月
（
第
２
期
分
）
の
２
回
に

分
け
て
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
税
額
が
１
万
円
以

下
の
場
合
に
は
、
８
月
（
第
１
期

分
）
に
一
括
し
て
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

▼
口
座
振
替
で
の
納
税
を
お
勧
め

し
ま
す

　

個
人
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
便

利
な
口
座
振
替
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

手
続
き
は
、
納
税
通
知
書
に
同

封
の
「
預
金
口
座
振
替
依
頼
書
」

を
金
融
機
関
に
提
出
し
、
金
融
機

関
で
確
認
を
受
け
た
「
納
付
書
送

付
依
頼
書
」
を
県
税
部
に
提
出
し

て
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税

部
課
税
第
一
課
事
業
税
チ
ー
ム

☎
29
‐
５
２
５
１

個
人
事
業
税
の
納
税
を
お
忘

れ
な
く
！

人
権
・
行
政
合
同
相
談
会

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申

請
（
新
年
度
分
）
受
付
中

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経

済
的
に
困
難
な
と
き
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
７
月
か
ら
新
年
度
分
（
今

回
は
７
月
分
～
翌
年
６
月
分
）
の

免
除
申
請
を
受
付
し
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
免
除
を
受
け
た
い
方

や
、
失
業
な
ど
に
よ
り
納
付
が
困

難
な
方
は
、
以
下
の
と
お
り
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
度
に
免
除
申
請
し
た

方
で
、
そ
の
際
に
、
翌
年
度
以
降

も
免
除
継
続
を
希
望
し
、
全
額
免

除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
に
該

当
し
た
方
は
、
今
回
か
ら
手
続
き

は
不
要
で
す
。
こ
の
場
合
は
、
継

続
し
て
申
請
が
あ
っ
た
も
の
と
し

て
審
査
を
行
い
、
７
月
下
旬
以
降

に
結
果
が
届
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
免
除
継
続
を
希

望
し
な
か
っ
た
方
、
「
４
分
の
３
」

ま
た
は
「
半
額
」
・
「
４
分
の
１
」 

の
い
ず
れ
か
の
免
除
に
該
当
し
た

方
、
失
業
者
の
特
例
に
よ
り
免
除

に
な
っ
て
い
た
方
は
、
６
月
で
免

除
期
間
が
終
了
し
ま
す
。
納
付
が

困
難
な
場
合
に
は
、
改
め
て
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
承
認
期
間

　

７
月
（
ま
た
は
資
格
取
得
日
）

～
翌
年
６
月
ま
で

持①
年
金
手
帳

②
印
鑑
（
本
人
署
名
の
場
合
は
不

要
）

③
所
得
証
明
書
（
平
成
28
年
１
月

２
日
以
降
に
当
町
に
転
入
し
て
き

た
方
の
み
）

④
退
職
（
失
業
）
し
て
い
る
方
の

み
、
雇
用
保
険
受
給
者
証
、
離
職

票
な
ど
退
職
の
事
実
が
わ
か
る
公

的
機
関
の
書
類

※
保
険
料
が
未
納
の
場
合
は
、
障

害
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※
所
得
要
件
の
審
査
を
す
る
た

め
、
所
得
申
告
が
不
可
欠
で
す
。

住
所
地
で
所
得
申
告
を
忘
れ
ず
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

生
活
課　

保
険
年
金
班
（
④
窓
口
）

☎
84
‐
１
５
０
１

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

７
月
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
の
強
調
月
間
で
す
。

　

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
協

力
し
、
明
る
い
社
会
を
つ
く
ろ
う

と
す
る
全
国
規
模
の
運
動
で
す
。

　

家
庭
・
学
校
・
職
場
・
地
域
な

ど 

み
ん
な
で
話
し
合
い
、
協
力

し
合
っ
て
犯
罪
や
非
行
の
な
い
社

会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▼
運
動
の
テ
ー
マ

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
立
ち
直

り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

「
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

立
ち
直
り
を
支
え
よ
う
」

「
犯
罪
や
非
行
が
起
き
な
い
よ
う
、

地
域
社
会
で
支
え
よ
う
」

「
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域

社
会
の
理
解
と
協
力
の
輪
を
広
げ

よ
う
」

▼
運
動
の
目
標

○
家
族
み
ん
な
で
明
る
い
家
庭
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

○
学
校
・
職
場
・
家
庭
で
犯
罪
・

非
行
防
止
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

○
地
域
ぐ
る
み
で
活
動
し
、
地
域

の
絆
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

○
み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
い
、
犯

罪
や
非
行
・
事
故
か
ら
こ
ど
も
た

ち
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
み
ん
な
の
力
で
明
る
い
社
会
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

※
駅
前
や
校
門
前
、
祭
礼
な
ど
で

啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
生
活
課　

戸
籍
環
境
班

　

☎
84
‐
１
５
０
０

　

坂
下
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
０
５
２
２
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日日時　場場所　期期間　内内容　提提出物　対対象　持持ち物　費費用　申申し込み先　問問い合わせ先　

催  

し
・
講
座

会
津
坂
下
町
成
人
式

　

成
人
式
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

懐
か
し
い
恩
師
や
友
達
の
笑
顔

に
逢
え
る
成
人
式
。

　

人
生
の
節
目
と
し
て
ぜ
ひ
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

日
８
月
15
日
（
月
）

　

受
付
：
午
前
９
時
か
ら

　

開
式
：
午
前
10
時

場
中
央
公
民
館
（
大
研
修
室
）

対
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
会
津
坂
下
町
に
住
所
が
あ

る
方
ま
た
は
町
内
小
・
中
学
校
に

在
籍
し
て
い
た
方
。

　

該
当
者
に
は
、
会
津
坂
下
町
の

住
所
地
（
保
護
者
住
所
）
へ
ハ
ガ

キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
該
当
者

で
通
知
が
な
い
場
合
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
教
育
課　

社
会
文
化
班

　
　
　

（
中
央
公
民
館
内
）

　
　
　

☎
83
‐
３
０
１
０

区　分 管内 会津坂下町 区　分 管内 会津坂下町

強盗 自販機ねらい

空き巣ねらい 2 2 車上ねらい 4 3

忍び込み 1 1 ひったくり

事務所荒らし 部品ねらい

出店荒らし 1 1 強制わいせつ

自動車盗 1 街頭犯罪合計 15 13

オートバイ盗 その他刑法犯等 39 30

自転車盗 6 6 全刑法犯 54 43

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況（5月中）

夏
ま
つ
り
開
催
日
程

　

平
成
28
年
度
夏
ま
つ
り
は
、
左

記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
８
月
７
日
（
日
）

　
　

歩
行
者
天
国
・
流
し
踊
り

問
会
津
坂
下
町
観
光
物
産
協
会

　

☎
83-

２
１
１
１

日
７
月
10
日
（
日
）
午
後
２
時
～

場
会
津
若
松
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

費
無
料

内
第
28
回
日
本
運
動
器
科
学
会
関

連
事
業
と
し
て
、
講
演
会
「
山
登

り
と
健
康
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
運
動
・
健
康
・
そ
し
て
長
生
き
」

の
秘
訣
を
登
山
家
、
行
政
、
医
師

な
ど
、
様
々
な
視
点
か
ら
話
し
合

う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
同
時
開
催
し

ま
す
。

問
福
島
県
立
医
科
大
学
会
津
医
療

セ
ン
タ
ー

　

☎
75
‐
２
１
０
０

登
山
家
・
田
部
井
淳
子
さ
ん

講
演
会
開
催

会
津
坂
下
消
防
署
よ
り

▼
鍋
の
か
け
忘
れ
に
注
意　

　

コ
ン
ロ
に
よ
る
火
災
は
、
調
理

中
に
鍋
を
火
に
か
け
た
ま
ま
そ
の

場
を
離
れ
て
し
ま
い
発
生
す
る

ケ
ー
ス
が
大
半
で
す
。
ま
た
、
コ

ン
ロ
を
出
火
原
因
と
す
る
火
災

は
、
常
に
火
災
原
因
の
上
位
を
占

め
て
い
ま
す
。
調
理
中
は
そ
の
場

を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
、
コ
ン
ロ

周
り
の
整
理
整
頓
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

▼
コ
ン
ロ
対
策
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト○
調
理
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い

よ
う
に
す
る
。

○
コ
ン
ロ
周
り
は
整
理
整
頓
し
、

燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

○
グ
リ
ル
内
は
こ
ま
め
に
手
入
れ

し
、
油
か
す
な
ど
を
た
め
な
い
よ

う
に
す
る
。

○
ガ
ス
ホ
ー
ス
の
ゴ
ム
が
劣
化
し

て
い
な
い
か
確
認
し
、
痛
ん
で
い

れ
ば
取
り
替
え
る
。

○
衣
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
に

注
意
す
る
。

○
安
全
装
置
が
付
い
て
い
る
こ
ん

ろ
を
使
用
す
る
。

　

お
出
か
け
前
、
お
や
す
み
前
の

ガ
ス
の
元
栓
の
確
認
も
忘
れ
ず
に

お
願
い
し
ま
す
。

問
会
津
坂
下
消
防
署

　

☎
83
‐
４
１
０
０

会
津
坂
下
警
察
署
よ
り

水
合
戦
２
０
１
６
開
催

日
７
月
10
日
（
日
）

場
道
の
駅
あ
い
づ
湯
川
・
会
津
坂
下

※
詳
し
く
は
公
式
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
a
n
g
e
-
b
o
n
g
e
.
j
p
/

s
e
i
n
e
n
b
u
/
m
i
z
u
g
a
s
s
e
n
/

問
政
策
財
務
課　

政
策
企
画
班

　

☎
84
‐
１
５
０
４

▼
当
署
管
内
で
な
り
す
ま
し
詐
欺

の
被
害
が
発
生
！

　

被
害
の
状
況
は
、
４
月
下
旬
頃
、

50
歳
代
男
性
が
経
営
す
る
会
社
に

融
資
案
内
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
入
り

申
込
書
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
相

手
か
ら
「
補
償
金
を
振
り
込
め
ば

５
０
０
万
円
融
資
で
き
ま
す
。
」

な
ど
と
電
話
で
言
わ
れ
、
こ
の
話

を
信
じ
た
男
性
が
町
内
の
金
融
機

関
か
ら
指
定
さ
れ
た
口
座
に
入
金

し
た
も
の
で
す
。

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
な
ど
に

よ
る
融
資
の
勧
誘
や
補
償
金
を
要

求
す
る
も
の
は
、
な
り
す
ま
し
詐

欺
や
ヤ
ミ
金
で
す
。

　

絶
対
に
申
込
書
を
送
付
し
た
り

せ
ず
、
家
族
や
警
察
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
な
り
す
ま
し
詐
欺
被
害
防
止
に

向
け
て

　

な
り
す
ま
し
詐
欺
の
被
害
者

は
、
高
齢
者
に
限
ら
ず
幅
広
い
年

代
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
還
付
金
詐

欺
の
被
害
も
増
え
て
い
ま
す
の

で
、
従
業
員
お
よ
び
そ
の
ご
家
族

に
、
被
害
防
止
の
た
め
の
積
極
的

な
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
会
津
坂
下
警
察
署

　

☎
83
‐
３
４
５
１
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大
雨
や
津
波
、
高
潮
な
ど
に
よ

り
重
大
な
災
害
の
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
、
福
島
地
方
気
象

台
で
は
、
警
報
や
特
別
警
報
な
ど

を
発
表
し
て
厳
重
な
警
戒
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

特
に
、
「
平
成
27
年
9
月
関
東
・

東
北
豪
雨
」
や
「
東
日
本
大
震
災
」

の
よ
う
に
、
そ
の
地
域
に
と
っ
て

数
十
年
に
一
度
程
度
の
大
雨
や
津

波
、
高
潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な
災

害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
著
し
く
高

ま
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
気
象
台

は
「
特
別
警
報
」
を
発
表
し
ま
す
。

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場

合
、
お
住
ま
い
の
地
域
は
数
十
年

に
一
度
し
か
な
い
よ
う
な
非
常
に

危
険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
た
だ

ち
に
地
元
市
町
村
の
避
難
情
報
な

ど
を
確
認
し
、
周
囲
の
状
況
に
応

じ
て
、
適
切
な
行
動
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
。

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
時
に

は
、
既
に
外
出
が
困
難
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

警
報
な
ど
を
活
用
し
、
早
め
の
避

難
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
な
た
や

家
族
の
命
を
守
り
ま
す
。
日
頃
か

ら
、
周
囲
の
危
険
箇
所
や
避
難
場

所
、
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

特
別
警
報
発
表
の
際
は
、
「
緊

急
速
報
メ
ー
ル
」
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
特
別
警
報
の
詳
細
は
、

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▼
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
m
a
.
g
o
.
j
p
/
j
m
a
/

k
i
s
h
o
u
/
k
n
o
w
/
t
o
k
u
b
e
t
s
u
-

k
e
i
h
o
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

問
気
象
庁
福
島
地
方
気
象
台

☎
０
２
４-

５
３
４-

０
３
２
１

『
特
別
警
報
』
に
つ
い
て

  町  の人口と世帯（6 月１日現在）

　　人　口　…　16,042 人（－  8）

　　　男　……　  7,672 人（＋  1）　　

　　　女　……　  8,370 人（－    9）

　　世　帯　…　  5,463 戸（＋ 17）

 戸  籍の窓口（5 月 6 日～ 6 月 5 日）

お誕生日おめでとう

哀悼の意を表します

休  日の水道修理当番

休日は下記までお問い合わせください。

建設課　上下水道班　☎ 84-1530

今  月の納税　納期限 6 月 30 日（木）

○町県民税
○住宅使用料
○児童福祉負担金
○上・下水道・農業集落排水使用料

月　日 数値
6 月 1 日 0.061

5 月 1 日 0.070

4 月 1 日 0.061

調査地点 数値
坂下中学校 0.077

坂下南小学校 0.103

坂下東小学校 0.094

託児ルームもみの木 0.064

坂下南幼稚園 0.103

坂下東幼稚園 0.094

ばんげ保育所 0.067

えくぼ遊育園 0.077

放  射線量測定結果
【学校等における測定結果】

6 月 7 日現在

【役場周辺】

注  

意

そ 

の
他

　

熊
本
地
震
に
よ
り
、
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お

悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

被
災
さ
れ
た
方
々
お
よ
び
関
係
者

の
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

町
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ

お
見
舞
い
の
た
め
に
、
募
金
箱
を

役
場
本
庁
舎
・
南
分
庁
舎
・
東
分

庁
舎
の
窓
口
に
設
置
し
、
義
援
金

熊
本
地
震
義
援
金
の
受
付

の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
課　

行
政
管
理
班

　

☎
84
‐
１
５
０
３

行政区 氏　名 （保護者）

新　町 大 堀 綾
あや

 雫
な

正広・知香

柳　町 目 黒 心
こ

 悠
はる

勇二・美紀

橋　本 渡 部 希
き

 咲
さき

卓也・有希名

金　上  樋　口　澄　子  （80 歳）

中　村  大　谷　ム　メ  （93 歳）

片　門  小久保　浩　一  （52 歳）

塔　寺  牧　野　節　子  （85 歳）

中　村  渡　部　　　豊  （59 歳）

橋　本  齋　藤　ミツノ  （96 歳）

柳　町  秋　山　惠　子  （83 歳）

青　木  生　江　和　夫  （87 歳）

古坂下  　井　米　子  （76 歳）

茶屋町  三　瓶　幸　子  （60 歳）

津　尻  上　野　美代子  （72 歳）

▼
休
館
日

　

７
月
11
日
（
月
）
の
休
館
日
に

加
え
、
翌
日
12
日
（
火
）
を
配
管

清
掃
の
た
め
臨
時
休
館
と
し
ま

す
。

　

７
月
18
日
（
月
）
の
海
の
日
は

営
業
し
、
７
月
19
日
（
火
）
を
休

館
日
と
し
ま
す
。

　

18
日
以
外
の
毎
週
月
曜
日
は
定

期
休
館
日
で
す
。

問糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
管
理
運
営

春
日
八
郎
思
い
出
館
管
理
運
営

㈱
会
津
ば
ん
げ
公
共
サ
ー
ビ
ス

☎
83-

１
３
４
４

糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
よ
り



地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

会
津
坂
下
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
連
載
コ
ー
ナ
ー
。

日
々
の
活
動
や
会
津
坂
下
町
で
の
暮
ら
し
な
ど
を
綴
り
ま
す
。

3

　
６
月
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
、
寺
田
敦
と
申
し
ま
す
。

　
出
身
地
は
コ
ロ
ッ
ケ
が
名
産
の
町
「
茨

城
県
龍
ヶ
崎
市
」で
す
。
中
学
校
で
は
サ
ッ

カ
ー
を
、
高
校
で
は
接
客
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
か
、

自
分
で
言
う
の
も
恥
ず
か
し
い
で
す
が
、

い
い
ス
マ
イ
ル
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
一
度
笑
顔
の
確
認
も
兼
ね
て
お

話
し
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
！

　
大
学
は
東
京
都
内
に
通
い
、
経
営
学
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。
東
京
ド
ー
ム
が
近
く

に
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
よ
く
試
合
を
観

戦
し
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
基
本
的
に
ア

ウ
ト
ド
ア
＝
寺
田
敦
で
あ
り
、
趣
味
は
バ

イ
ク
（
探
索
）
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
・
温
泉

め
ぐ
り
で
す
。

　
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
く
、
ス
ポ
ー
ツ
や

賑
わ
い
ご
と
が
大
好
き
で
す
の
で
、
何
か

楽
し
い
お
誘
い
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
以
前
は
輸
送
機
器
関
係
の
工
場
で
日
々

生
産
管
理
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
一

日
で
も
早
く
み
な
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る

寺田　敦
　（茨城県・龍ヶ崎市出身）

よ
う
、
前
職
で
の
経
験
や
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
つ
つ
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

　
ま
た
、
会
津
坂
下
町
に
関
し
て
は
、
右

も
左
も
わ
か
ら
な
い
状
態
で
す
。
ま
ず
は

町
内
を
歩
き
、
町
に
つ
い
て
知
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
話
し

か
け
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
て
も
嬉
し
い
で
す
！

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

　
い
い
ね
　

宣伝・ＰＲ担当

移住定住・田舎ぐらし

　

広
報
あ
い
づ
ば
ん
げ
７
月
号 

№
623　

平
成
28
年
６
月
24
日
発
行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「広報あいづばんげ」へのご意見・ご感想お待ちしています！
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 開催中～ 
8 月 28 日（日）まで 

無料観覧日：8 月 21 日（日）県民の日  五浪美術記念館 検索 

  

五浪美術記念館　夏休み企画展

「齋藤ナオ展」

◇開催時間　午前 9時～午後 4時 30 分

◇休館日　毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）

◇観覧料　大人 200 円（160 円）

　　　　　小人（小・中・高校生）100 円（80 円）

　　　　　※（ ）内は 20 名以上の団体

 五浪美術記念館


